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脚

と

じ

て

保

存

し

ま

し

ょ

う

鯉
口
地
区
の
改
良
住
宅

急
ピ
ッ
チ

町
中
央
部
に
位
置
し
、
鹿
児
島
本
線

か
ら
も
一
目
で
見
、
え
、
そ
の
老
朽
化
し

た
状
態
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
鯉

口
地
区
の
改
良
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
で
い
ま
す
。

鯉
口
地
区
住
宅
改
良
事
業
と
し
て
始

め
ら
れ
た
本
事
業
は
総
事
業
費
約
十
五

億
三
千
万
円
、
昨
年
十
二
月
に
は
造
成

を
終
り
今
年
の
一
月
か
ら
建
築
に
着
工

十
月
に
は
鉄
筋
五
階
建
の
三
棟
が
完
成

百
十
世
帯
が
新
ら
し
い
住
宅
に
入
居
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
五
十
四
年
十
月

ま
で
に
は
残
り
の
百
十
戸
の
住
宅
、
公

国
、
集
会
所
等
の
建
設
も
完
成
す
る
予

定
で
す
。
残
り
の
鯉
口
地
区
の
社
宅
跡

地
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅

と
な
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
松
地
区
の
改
良
住
宅
建
設
、
三
ツ

頭
地
区
の
県
営
住
宅
工
事
も
計
画
ど
お

り
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
町
の
住
宅
環

境
整
備
事
業
は
い
よ
い
よ
、
追
い
込
み

段
階
に
入
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
・
ｌ

さ　つ　き　展

・銘花・新花300点を揃え

5月20日・21日・22日

◎毎日午前9時～午後8時

◎水巻町民会館ホール

若木・苗木・園芸材料格安販売もします

主催：水巻さつき同好会
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あ
な
た
は
、
毎
日
の
生
活

の
な
か
で
こ
ん
な
こ
と
で
悩

ん
だ
り
、
不
満
を
も
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
一
年
前
の
日
付
の
食
用
油

が
売
ら
れ
て
い
た
　
②
日
付

の
古
い
宅
配
牛
乳
　
③
旅
行

先
で
買
っ
た
量
目
不
足
の
干
椎
茸

④
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
和
服
に
シ
ミ
が

⑤
保
証
期
間
中
な
の
に
修
理
代
を
と
ら

れ
た
　
ｌ
⑥
憂
色
し
た
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト

⑦
ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
る
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
用
ス
ポ
ン
ジ
パ
フ
　
⑦
香
水
を
肌
に

直
接
つ
け
て
シ
ミ
に
な
っ
た
　
⑧
納
得

の
い
か
な
い
住
宅
ロ
ー
ン
　
⑨
告
知
義

務
違
反
で
契
約
解
除
さ
れ
た
生
命
保
険

⑲
柔
軟
剤
を
毎
日
オ
ム
ツ
に
使
用
し
て

よ
い
か
。

こ
れ
等
は
、
ほ
ん
の
一
部
の
事
例
で

す
が
、
み
な
さ
ん
も
毎
日
多
く
の
商
品

を
買
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る

な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
も
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
場
合

は
、
泣
き
寝
入
す
る
こ
と
な
く
県
の
担

当
者
や
消
費
生
活
相
談
員
に
遠
慮
な
く

優

良

納

税

組

合

表

彰

消
費
生
活
相
談
員
制
度

県
で
は
、
消
費
生
活
の
安

定
と
向
上
を
め
ざ
す
た
め
、

消
費
生
活
の
実
態
を
正
し
く

肥
握
す
る
と
と
も
に
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
た
ち
が
、

苦
情
相
談
や
買
物
相
談
が
で

き
る
よ
っ
、
消
費
生
活
相
談

員
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
民
の
な
か
か

ら
、
と
く
に
消
費
生
活
問
題

に
認
識
が
あ
り
、
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
っ
て
お
ら
れ
る

主
婦
四
〇
〇
人
の
か
た
に
、

消
費
相
談
員
と
な
っ
て
も
ら

下
　
こ
　
　
吉
田
サ
カ
エ

下
　
二
　
　
吉
田
ア
サ
ノ

立
屋
敷
　
　
尾
上
　
フ
ジ

頃
　
末
　
　
葉
川
タ
ツ
エ

町
で
は
、
毎
年
税
金
に
対
す
る
納
税

思
想
の
高
揚
、
納
期
内
の
完
納
の
促
進

等
に
つ
い
て
特
に
功
績
の
あ
っ
た
納
税

組
合
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

四
月
十
三
日
、
町
民
会
館
で
昭
和
5
2

年
度
優
良
納
税
組
合
が
次
の
と
お
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

二
3
二
一
5
・
下
二
鶴
・
吉
田
二
御

輪
地
・
吉
田
三
農
家
∴
机
・
古
賀
・
頃

末
中
部
・
猪
熊
東
1
・
猪
熊
北
5
。

な
お
、
納
税
組
合
の
設
立
、
納
税
に

対
す
る
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
役
場
収
納
係
（
内
線
2
3
1
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
費
行
政
に
つ
い
て
の
相
談

Ⅲ冊胴…ｌ

い
ま
す
。
そ
し
て
、
消
費
相

談
員
が
み
な
さ
ん
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
と
出
て
く
る
消
費
生

活
に
対
す
る
問
題
や
消
費
行
政
に
関
す

る
苦
情
等
を
受
付
け
、
県
・
市
町
村
が

そ
の
情
報
を
も
と
に
、
条
例
・
法
律
を

制
定
し
消
費
者
保
護
の
立
場
に
立
と
う

と
い
う
も
の
で
す
。

水
巻
町
内
に
つ
ぎ
の
と
お
り
、
四
人

の
消
費
相
談
員
の
か
た
が
い
ま
す
。

消
費
生
活
課

○
県
消
費
生
活
条
例
の
施
行
（
危
害
の

防
止
、
表
示
の
適
正
化
、
消
費
者
苦

情
の
処
理
、
消
費
者
被
害
の
救
済
）

○
不
当
表
示
や
誇
大
広
告
の
監
視

○
国
や
業
界
に
対
す
る
要
望

生
活
物
黄
課

○
適
正
な
販
売
価
格
の
指
導

○
買
占
め
売
惜
し
み
の
監
視

○
生
活
関
連
物
資
等
の
確
保
と
価
格
の

安
定
実
施
（
県
消
費
生
活
条
例
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

○
消
費
者
苦
情
・
相
談
の
処
理

月
曜
～
金
曜
　
9
時
～
柑
時

土
曜
　
　
　
　
9
時
～
ほ
時

℡

0

9

2

・

4

5

－

・

0

9

9

9

0
商
品
の
テ
ス
ト
・
研
究

○
消
費
生
活
教
育
・
巡
回
相
談

∴料・レ

衛
生
部

○
食
品
衛
生
、
医
薬
品
、

含
有
す
る
家
庭
用
品
、

有
害
物
資
を

化
粧
品
等
の

監
視
、
取
り
締
ま
り

農
政
部

○
米
、
麦
、
生
鮮
食
料
品
、
加
工
食
品

等
の
生
産
流
通
の
指
導
な
ど

水
産
林
務
部

○
水
産
物
及
び
林
産
物
の
生
活
流
通
の

指
導
等

商
工
部

○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
安
全
確
保
、
不
良

電
気
用
品
の
取
り
締
ま
り
、
量
目
表

示
商
品
の
監
視
、
指
導
、
計
量
器
の

検
定
等

建
築
部

○
宅
地
建
物
取
引
の
指
導
、
取
り
締
ま

り
、
住
宅
相
談

よ
う
日
頃
か
ら
計
画
し
訓
練

を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
道
路

交
通
の
状
況
で
は
、
急
行
す
る
こ
と
が

非
常
に
困
難
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
消
防
車

に
道
を
ゆ
ず
っ
て
、
火
事
の
被
害
を
小

さ
く
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
次
の

こ
と
に
協
力
く
だ
さ
い
。

㈲
　
消
防
車
が
接
近
し
た
ら
左
側
に
寄

り
、
停
車
ま
た
は
徐
行
す
る
。

②
　
交
差
点
で
は
、
消
防
車
の
サ
イ
レ

ン
等
に
特
に
気
を
つ
け
る
。

現
場
へ
急
ぐ
消
防
車
に

早
く
道
を
ゆ
ず
ろ
う

火
災
現
場
に
消
防
車
が
早

く
到
着
す
る
こ
と
で
、
そ
の

被
害
及
び
損
害
額
は
大
き
く

変
り
ま
す
。
（
水
バ
ケ
ツ
や

消
火
器
な
ど
の
消
火
活
動
も

必要）。
消
防
団
や
消
防
署
で
は
、

一
刻
も
早
く
現
場
に
行
け
る

㈲
　
ス
テ
レ
オ
等
の
音
量
は
小
さ
く
し

窓
を
少
し
開
き
、
常
に
サ
イ
レ
ン
等

に
気
を
配
り
な
が
ら
運
転
す
る
。

イ
タ
ヅ
ラ
電
話
は

や
め
ま
し
ょ
う

赤
電
話
か
ら
の
二
九
番
は
消
防
署

と
話
が
で
き
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
声
は

全
然
聞
こ
え
な
い
の
で
す
。
赤
電
話
を

利
用
す
る
時
は
、
店
の
か
た
に
鍵
を
借

り
て
か
け
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
の
電
話
か
ら
、
子
供
の
イ
タ
ゾ

ラ
電
話
が
多
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。
電

話
に
フ
ザ
ケ
て
い
る
声
だ
け
が
聞
こ
え

ま
す
。
万
一
本
当
の
通
報
電
話
が
同
時

の
時
は
、
二
九
番
が
話
中
に
な
っ
て

い
て
大
変
で
す
か
ら
、
こ
ど
も
の
イ
タ

ゾ
ラ
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ヰ土



ｌⅢⅢ刷冊Ⅲ冊Ⅲ冊ⅢⅢⅢ冊Ⅲ冊ⅢⅢ冊　昭和53年5月10日　細川胴

申
請
を
し
て
い
な
い
人
は

す
ぐ
手
続
を

◎
申
請
の
手
続

①
　
目
・
耳
・
ロ
・
心
臓
・
呼
吸
器
・

腎
臓
∴
肢
体
な
ど
に
一
定
程
度
以
上
の

永
続
す
る
障
害
を
有
す
る
者
1
診
断
書

一
輝
　
」

明
滅
や

．
一

印
鑑
・
写
真
2
枚
1
役
場
民
生
係
1
身

障
者
手
帳
交
付
。

㊥
　
精
神
能
力
の
全
般
的
発
達
が
不
完

全
で
か
つ
不
十
分
な
状
態
に
あ
る
者
1

更
生
・
児
童
相
談
所
1
診
断
・
判
断
1

硬
膏
手
帳
交
付
。

」 ・‾1‾．

・の桝豆．＿こ．讐霊…
町
で
は
、
身
体
障
害

者
の
実
態
を
把
捜
し
、

こ
れ
か
ら
の
福
祉
対
策

の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
に
台
帳
を
整
備
し
て

い
ま
す
。

身
障
手
帳
の
所
持
者

で
転
入
や
住
居
変
更
を

し
た
か
た
、
ま
た
身
障

者
に
該
当
し
て
い
る
が
、

ま
だ
手
帳
の
申
請
を
し

て
い
な
い
か
た
は
、
す

ぐ
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。身

障
者
の
か
た
に
は
、

図
の
よ
う
な
各
種
手
当

や
補
助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
各
等
級

に
わ
た
っ
て
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
民
生
係
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｎそ 運　 つ補 更 †谷日　 扶　 医重　 特　　 椙 各
Ｈの 貨 え 槽常 餐 度　 別 積
Ｋ
放他
迷減
資

割

引

料装
聴
器具

生

医

便生
容活

官用

共
済
1卦

蝶心

賛身

児
童
扶

祉

手

手

当
信免 証 串交 人具 金

補

神霊 贅
補料稽 交 ．い

す 擦
欝給 手

当等1藍 付 等付 等付 助 幼者 当 助

1 ・－　6　級

1 1 甘 1 ④ 1 1 せ
戎汲 ～ 級級 級 ｌ 級 陣
2 3 2 3 ．③ 等
ｊ吸 級 級 級　 奴 級

Ａ

Ｂ
Ａ

車 ㊥
療
育
等
級

手　　　　　 帳　 ・　印　　　　　 名鑑

必

要○
住　　 健　 住戸 住
民 民権 民

ー　 詑 票 庸 素 票
型　 号 臓 ．保 嫌謄 月驚 書

ロ 本

ｉ患

本

通

類当 険

1狂
各
遍

6

月

8

日

㈱

県
で
は
、
身
体
障
害
者

の
た
め
に
巡
回
し
て
医
学

的
判
定
を
行
い
、
更
生
に

必
要
な
相
談
に
応
じ
る
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、

相
談
の
予
約
受
付
け
を
い
た
し
ま
す
。

希
望
者
は
事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

∇
対
　
象
　
者

身
体
障
奮
老
手
帳
所
持
者
で
、
次
の

い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
相
談
の
必
要
が

あ
る
者
、
及
び
身
体
に
機
能
的
な
障
害

を
有
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
（
内
部
陣
容
者
を

除
く
）

∇
巡
回
相
談
予
約
受
付

新
し
い
保
健
婦
さ
ん
で
す

ど
ゝ
つ
ぞ
よ
ろ
し
く

野口久美子さん

こ
の
た
び
、
∴
十
四
年
間
水
巻
町
の

保
健
婦
と
し
て
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
た
大
住
バ
ツ
ヨ
さ
ん
が
退
職
さ
れ

四
月
一
日
か
ら
新
し
く
野
口
久
美
子
さ

ん
（
2
7
歳
）
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

野
口
さ
ん
は
「
町
民
の
健
康
管
理
の

た
め
大
い
に
若
さ
を
は
っ
き
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
張
り
き
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ん
と
接
す
る
機

会
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
健

康
管
理
書
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

母子家庭に介護人派遣

母
子
家
庭
の
福
祉
事
業
の

一
環
と
し
て
母
子
家
庭
介
護

人
派
遣
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
母
の
一
時
的
な
疾
病

の
た
め
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
母
子
家
庭
に

対
し
、
介
護
人
を
派
遣
し
て

無
料
で
介
護
及
び
乳
幼
児
の

保
育
等
を
行
う
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
抹
当
す
る
場
合
は
原
則
と

し
て
介
護
を
行
な
わ
な
い
も

の
と
す
る
。

①
家
庭
構
成
員
の
う
ち
に
義

務
教
育
終
了
後
の
児
童
ま
た
は
母
以
外

の
成
人
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合

②
当
該
家
庭
の
所
得
が
母
子
福
祉
年
金

及
び
、
児
童
扶
秦
手
当
の
受
給
者
書
に

係
る
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
場
合

③
そ
の
他
介
護
人
を
派
遣
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

な
お
、
2
0
歳
か
ら
ｍ
歳
ま
で
の
女
子

の
か
た
で
福
祉
向
上
に
理
解
と
熱
意
を

も
っ
て
い
る
か
た
の
介
護
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
か
た
は
五
月
二
十
日
ま

で
に
役
場
老
人
児
童
係
ま
で
申
請
く
だ

さ
い
。

0

5

月

1

7

日

　

1

0

時

～

1

2

時

○
役
場
東
別
館

∇
巡
回
相
談
内
容

㈲
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
の
処
分

及
び
適
合
判
定

㈲
更
生
医
療
給
付
要
否
の
判
定

㈲
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
、
ま
た

は
社
会
福
祉
施
設
へ
の
入
所
指
導

㈱
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す
る
診

断
（
内
部
障
害
者
を
除
く
）

㈲
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
こ
と

▽
巡
回
相
談
日
・
場
所

0

6

月

8

日

　

1

0

時

～

1

5

時

○
水
巻
町
町
民
会
館

▽
持
参
す
る
も
の
′

身
体
障
書
着
手
傾
・
印
鑑
・
筆
記
具

▽
戦
傷
病
者
の
巡
回
相
談
も
、
こ
の
日

に
同
じ
会
場
で
行
い
ま
す

交
通
事
故
相
談

毎
日
、
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
無

料
で
交
通
事
故
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
平
日
　
9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

土
曜
　
9
時
3
0
分
～
1
2
時

▼
弁
護
士
相
談
日

毎
週
金
曜
　
1
3
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
小
倉
北
区
明
治
生
命
小
倉
ビ

ル
八
階
小
倉
綱
査
事
務
所

法
　
律
　
相
　
談

▼

日

時

　

5

月

1

6

］

ｌ

　

1

0

時

～

1

5

時

▼
場
所
　
町
民
会
館

電
話
加
入
権
の
公
売

町
で
は
、
電
括
加
入
権
の
公
売
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
日
時
　
5
月
1
8
日
　
午
前
1
0
時

○
場
所
　
役
場
東
別
館
第
三
全
様
室

○
公
売
数
量
　
電
話
加
入
権
1
台

○
公
売
方
法
　
入
札

交通止の期間変更　　県道南北縦貫道交通止　　　期間　5月1帽～2帽
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三
歳
児
健
康
診
査

▼
該
当
児

3
歳
以
上
4
歳
未
満
の
幼
児

▼
日
時
　
5
月
2
6
日
（
金
曜
）

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時
3
0
分

診
察
　
1
4
時
～
1
5
時

▼
健
康
診
査
内
容

身
長
・
体
重
計
測
・
内
科
・
外
科
・

眼
科
・
耳
鼻
科
診
察
・
育
児
指
導
等

▼
そ
の
他

5
月
1
5
日
～
2
4
日
ま
で
の
間
に
予
診

を
と
り
ま
す
の
で
母
子
手
帳
持
参
の
上

役
場
衛
生
係
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
必
ず
母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と
。

母
子
保
健
相
談

▼
日
時
　
5
月
1
9
日
（
金
曜
）

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

▼
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

▼
内
容
　
育
児
及
び
家
族
計
画
相
談
指

導
・
体
重
・
身
長
計
測
。

成
人
病
教
室

成
人
病
検
診

▼
日
時
　
5
月
1
7
日
（
水
曜
）

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

▼
会
場
　
遠
賀
保
健
所

▼
内
容
　
血
圧
測
定
・
検
尿
・
保
健
相

談
指
導

食
生
活
指
導
・
血
圧
測
定

▼
日
時
　
5
月
1
8
日
（
木
曜
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

▼
会
場
　
遠
賀
保
健
所
栄
養
指
導
室

▼
内
容
　
講
話
「
高
血
圧
症
患
者
の
食

生
活
に
つ
い
て
」
　
∴
調
理
実
習
（
高

血
圧
症
減
塩
食
調
理
実
習
）
・
栄
養

相
談
指
導

危
険
物
取
扱
者

試
験
及
び
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
日
時
　
6
月
4
日
　
午
前
1
0
時

▼
会
場
　
北
九
州
大
学
（
小
倉
北
方
）

▼
種
類
　
乙
種
1
類
～
4
類

丙
種

▼
受
付
　
5
月
1
5
日
～
1
6
日
ま
で
に
福

岡
県
消
防
防
災
課
ま
で
に

受
験
願
書
は
各
消
防
署
に
あ
り
ま
す

準
備
講
習
会

▼
日
時
　
5
月
2
5
日
　
午
前
8
時
3
0
分

「

．

′

．

．

′

．

～

′

．

～

′

．

～

～

′

。

′

．

．

′

．

～

～

～

′

．

．

′

～

～

′

．

～

．

′

．

．

！

′

．

．

．

～

～
　
＊
＊
日
本
脳
炎
予
防
接
種
＊
＊
＊
＊

～

「
十
∴
∴
㍉
二

町
内
各
開
業
医
の
診
療
時
間
内
（
小

言
甥
㌘
種
し
た
人
）
　
最
児
童
は
各
学
校
で
接
種
）

「
回
（
初
め
て
受
け
る
人
は
1
～
　
1
回
に
つ
き
6
2
。
円
（
ヮ
ク
チ
ン

～
　
2
過
の
間
隔
で
接
種
）
　
　
　
　
代
は
町
で
補
助
）

▼
会
場
　
中
間
市
中
央
公
民
館
（
市
立

病
院
横
）

▼
受
付
　
5
月
1
5
日
ま
で
遠
賀
郡
消
防

署
予
防
課
へ
　
（
当
日
会
場
受

付
で
も
可
）

わ
か
ら
な
い
点
は
遠
賀
郡
消
防
署
予

防

課

（

き

0

9

3

2

9

③

1

2

3

1

）

ま
で国

税
専
門
官
募
集

（
大
学
卒
業
程
度
）

▼
受
験
資
格
　
2
6
年
4
月
2
日
～
3
2
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子

▼
試
験
　
　
　
7
月
8
日
～
9
日

福
岡
大
学
高
宮
校
舎

▼
願
書
受
付
　
5
月
1
6
日
～
2
5
日

願
書
は
福
岡
国
税
局
（
℡
0
9
2
・

4

⊥

ｌ

・

0

0

3

1

）

ま

た

は

大

学

の

就
職
担
当
課

福
岡
県
警
察
官
募
集

▼
採
用
人
員
　
1
2
0
人

▼
採
用
時
期
　
5
3
年
9
月

▼
受
験
資
格
　
2
5
年
4
月
2
日
か
ら
お

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
及
び
地
方

公
務
員
法
第
1
6
条
に
該
当
す
る
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ｌ

～

．

／

ｈ

°

／

ｈ

‘

－

′

’

ｌ

ｌ

′

．

’

，

一

ｌ

＿

4

／

ｈ

ｌ

ｌ

ｌ

1

．

も

・

／

‘

ｔ

一

′

．

．

°

・

一

た
だ
し
次
の
人
は
無
料
で
す
。

①
未
就
学
の
幼
児
　
②
小
・
中
学
校
児

童
　
③
生
活
保
護
世
帯
の
人
　
④
町
県

民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
等
割
の
人

▼
そ
の
他

○
問
診
票
を
役
場
衛
生
係
窓
口
で
5
月

1
5
日
か
ら
発
行
し
ま
す
の
で
と
り
に
き

て
く
だ
さ
い
。

○
病
院
に
行
く
前
に
必
ず
体
温
を
計
る
。

○
問
診
票
に
必
ず
捺
印
す
る
。

▼
試
験
日
　
6
月
1
日
（
日
曜
）

▼
試
験
地
　
福
岡
・
北
九
州
・
飯
塚
・

久
留
米
市

▼
受
付
期
間
　
1
月
2
0
日
～
5
月
1
9
日

申
込
用
紙
は
各
警
察
署
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
福
岡
県
警
察
本
部
警
務

課

試

験

係

（

き

0

9

2

・

7

4

ュ

・

2

2

3

ュ

）

ま

で

。

環
境
衛
生
施
設
組
合

㈲
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

求

人

募

集

▼
職
種
　
女
子
事
務
貞
（
3
5
歳
ま
で
で

残
業
が
で
き
る
人
）
1
名

▼
待
偶
　
月
収
八
万
円
、
賞
与
年
2
回

昇
給
年
1
回
、
各
種
手
当
有

▼
申
込
み
　
5
月
2
0
日
ま
で
履
歴
書
一

通
を
㈲
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

（

芦

屋

町

立

0

9

3

・

2

3

・

1

3

5

0

）

ま

で

。

交
通
規
制
…
…
頃
末

4
月
2
7
日
か
ら
水
巻
派
出
所
前
か
ら

頃
未
小
学
校
校
門
ま
で
（
約
5
0
ｍ
）
通

学
路
の
た
め
7
時
～
9
時
（
今
ま
で
ど

お
り
）
1
4
時
～
1
7
時
ま
で
交
通
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。

㍉
つ
．
〕
′
つ
．
つ
」

ん

。

　

　

　

　

～

。
有
熱
患
者
及
び
著
し
い
栄
養
障
害
一

老
。
心
臓
血
管
系
疾
患
、
賢
臓
疾
患
、
一

糖
尿
病
の
人
　
　
　
　
　
～

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
　
　
　
～

〇
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
お
こ
し
～

○
髭
…
…
る
人
　
一

ーお　　礼二
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈

がありました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっ

くお礼申しあげます。

美吉野団地　　故藤野　　倍殿　藤野純子殿

吉田宮尾　　　故赤星　忠臣殿　赤星一朗殿

猪　　熊　　　故工藤マサノ殿　工藤定一殿

－日曜在宅医－

5月14日　森田医院　内・児科　梅ノ木団地　℡69ト0616

5月21日　村田医院　内・児科　頃　末　℡69ト0745

5月28日　中村医院　内・児科　下　二　忠69ト5820

6月4日　有留医院　内・児科　吉　田　℡69ト1394

原則として往診は致しません

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤

水
　
巻
　
町
　
企
　
画
　
由
ノ
政
　
諌
　
（
電
　
話
　
6
0
1

印
　
刷
　
遠
　
賀
　
印
　
刷
　
株
　
式
一
会
　
社


